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！
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令
和
５
年
度
東
吉
野
村
各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

全
議
案
を
可
決
、
認
定

　

令
和
６
年
第
４
回
東
吉
野
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
５
年
度
各
種
会
計
歳
入

歳
出
決
算
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆�

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
の
修
正

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
８
月
21

日
、
令
和
４
年
度
の
健
全
化
判
断
比
率
の
修
正
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
意
見
書
を

付
し
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆�

令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
第
３
条
第
１
項
及
び
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
８
月
20
日
、
21
日
、
26
日
の
三
日

間
に
わ
た
る
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
意
見
書

を
付
し
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

 

令
和
５
年
６
月
９
日
に
交
付
さ
れ
た
番
号
法
等

一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
の

被
保
険
者
証
の
廃
止
に
合
わ
せ
、
県
内
全
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
条
例
に
お
け
る
罰
則
規
定
を

統
一
す
る
た
め
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正

　

令
和
６
年
７
月
31
日
児
童
扶
養
手
当
法
施
行

令
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年

11
月
１
日
施
行
で
所
得
限
度
額
の
引
き
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
吉
野
村
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
お
け
る
所
得
制
限
額

を
同
様
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

◆�

村
道
路
線
の
認
定

　

鷲
家
地
内
及
び
瀧
野
地
内
に
お
い
て
奈
良
県

が
管
理
し
て
い
る
国
道
及
び
県
道
に
つ
い
て
、
改

良
工
事
等
に
よ
り
旧
道
に
な
っ
て
い
る
一
部
区

間
を
、
村
道
と
し
て
認
定
す
る
た
め
、
議
決
を
求

め
た
も
の
で
す
。

路
線
番
号　
　

１
５
１

路
線
名　
　
　

鷲
家
大
西
垣
内
線
１
号

起
点　
　
　
　

鷲
家
４
０
４
番
地
の
５

終
点　
　
　
　

鷲
家
４
８
０
番
地
の
１

路
線
番
号　
　

１
５
２

路
線
名　
　
　

鷲
家
大
西
垣
内
線
２
号

起
点　
　
　
　

鷲
家
４
６
８
番
地
の
１

終
点　
　
　
　

鷲
家
５
３
３
番
地
の
１

路
線
番
号　
　

１
５
３

路
線
名　
　
　

滝
野
線

起
点　
　
　
　

滝
野
５
３
６
番
地

終
点　
　
　
　

滝
野
２
４
０
番
地
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◆�

東
吉
野
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変

更

　

小
さ
な
道
の
駅
ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
の

歩
廊
下
屋
改
修
、
小
川
地
区
観
光
駐
車
場
整
備
、

鷲
家
龍
泉
寺
消
火
栓
整
備
、
旧
高
見
小
学
校
体
育

館
雨
漏
り
等
修
繕
事
業
に
つ
い
て
、
過
疎
対
策
事

業
債
を
充
当
す
る
た
め
本
計
画
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

◆�

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
現
行
の
被
保
険
者
証
が
令
和
６

年
12
月
２
日
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
法
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
要
の
変
更
を
行
う
も

の
で
す
。

◆�

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
規
約

変
更

　

県
域
水
道
一
体
化
に
伴
い
、
令
和
７
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組

合
の
解
散
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
務
の

継
承
を
行
う
た
め
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

所
要
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散

　

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
を
構
成

す
る
35
市
町
村
１
企
業
団
の
協
議
に
よ
り
令
和

７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
奈
良
広
域
水
質
検
査

セ
ン
タ
ー
組
合
を
解
散
す
る
に
あ
た
り
、
法
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆�

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散

に
伴
う
財
産
処
分

　

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
の
解
散

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
基
金
の
配
分
、
物
品

の
譲
与
、
還
付
金
の
引
継
に
つ
い
て
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
各
種
会
計
歳
入
歳
出

決
算
を
認
定

　

決
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
◆�
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

は
、
１
９
２
３
万
４
千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

ふ
る
さ
と
村
、
や
は
た
温
泉
、
た
か
す
み
温
泉

の
各
設
備
に
係
る
修
繕
経
費

	
４
２
７
万
９
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金	

５
８
万
円

・ 

ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
修
繕
経
費
及
び
設
備

に
係
る
経
費	

１
２
７
９
万
７
千
円

・ 

ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
着
ぐ
る
み
及
び
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

等
商
標
登
録
更
新
経
費	

４
５
万
９
千
円

・ 

鷲
家
地
区
龍
泉
寺
消
火
栓
整
備
に
係
る
経
費

	

８
０
万
３
千
円

・ 

国
県
支
出
金
返
納
金	

３
１
万
６
千
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
２
６

億
５
６
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）は
、
７
０
８
９
万
８
千
円
の

補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金

	

１
２
３
９
万
円

・ 

償
還
金
及
び
国
県
支
出
金
等
返
納
金

	

５
８
５
０
万
８
千
円

　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

５
億
５
２
８
３
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）は
、
令
和
５
年
度
の
決
算
認

定
に
よ
り
特
例
的
収
入
及
び
支
出
の
未
収
金
及

び
未
払
金
が
確
定
し
た
た
め
金
額
を
改
め
る
も

の
で
す
。
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総 務 費
予 算 額 894,443千円

支出済額 806,434千円 （90.2%）

民 生 費
予 算 額 391,261千円

支出済額 362,855千円 （92.7%）

衛 生 費
予 算 額 359,019千円

支出済額 354,208千円 （98.7%）

公 債 費
予 算 額 261,004千円

支出済額 259,729千円 （99.5%）

教 育 費
予 算 額 237,129千円

支出済額 225,303千円 （95.0%）

農林水産業費
予 算 額 238,542千円

支出済額 212,706千円 （89.2%）

消 防 費
予 算 額 129,341千円

支出済額 126,216千円 （97.6%）

土 木 費
予 算 額 131,357千円

支出済額 67,408千円 （51.3%）

議 会 費
予 算 額 43,035千円

支出済額 40,537千円 （94.2%）

商 工 費
予 算 額 28,892千円

支出済額 26,960千円 （93.3%）

災害 復旧費
予 算 額 29,117千円

支出済額 15,523千円 （53.3%）

諸 支 出 金
予 算 額 8,629千円

支出済額 8,624千円 （99.9%）

予 備 費
予 算 額 10,000千円

支出済額 0千円 （0.0%）

一 般　 会 計 歳　出
歳出予算額	 2,761,769千円
支出済 額	 2,506,503千円（90.8%）
村民一人当たりに使った額	1,637,167円

村
　
の
　
財
　
産

（
土
地
と
建
物
）

土
地　

１
７
８
万
６
２
５
１
㎡

建
物　
（
延
床
）
２
万
６
３
６
４
㎡

　
　
　

�

役
場
庁
舎
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
住
民
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
・
運
動
公
園
・
ふ

る
さ
と
村
・
た
か
す
み
の
里
・
や
は

た
温
泉
・
公
衆
便
所
・
村
営
住
宅
・

杉
風
舎�

他

（
物
品
）

　

乗
用
自
動
車　
　
　
　

12
台

　

貨
物
自
動
車　
　
　
　

12
台

　

可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ　

12
台

　

そ
の
他
消
防
用
車　
　

12
台

　

特
殊
用
途
車　
　
　
　

１
台

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス　
　
　

３
台

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　
　

１
台

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス　

５
台

　

原
動
機
付
自
転
車　
　

２
台

（
基
金
）

　

財
政
調
整
基
金

�

９
億
１
７
８
９
万
２
０
０
３
円

　

土
地
開
発
基
金

�

５
７
９
０
万
４
１
３
５
円

　

減
債
基
金

�

３
億
６
０
３
４
万
１
３
４
７
円

　

地
域
振
興
基
金

�

６
０
３
７
万
５
８
８
３
円

　

心
の
ふ
れ
あ
い
集
い
基
金

�

２
７
８
０
万
８
７
０
円

　

深
吉
野
の
石
鼎
顕
彰
基
金

�

２
０
０
０
万
円

　

災
害
救
助
基
金

�

１
６
６
８
万
９
５
４
３
円

　

そ
の
他
の
基
金　

�

２
億
５
４
５
７
万
７
６
１
５
円

令
和
５
年
度
決
算
の
状
況
で
す
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一 般　 会 計
５年度に行われた主な事業

総　務　費
８０６，４３４千円

・�役場庁舎維持管理経費
・�移住・定住促進住宅整備工事
及び施工監理業務委託料
・�村有建物除却工事及び設計監
督委託料
・�鷲家集会センター新設工事及
び施工監理業務委託料
・�物価高騰地域振興券
・�地籍調査経費
・�移動通信用鉄塔施設工事及び
設計監督委託料
・�知事選挙及び県議会議員選挙
経費
・�榛原駐車場管理経費
・�ふるさと村、やはた温泉、た
かすみの里運営経費
・�コミュニティバス運行事業
・�地域おこし協力隊事業
・�シェアオフィス運営事業

民　生　費
３６２，８５５千円

・�高齢者見守り事業経費
・�乳障母等医療費助成
・�老人ホーム措置費
・�さくら苑運営負担金
・�介護保険関係経費
・�後期高齢者医療関係経費
・�学童保育運営経費
・�児童手当
・�人権啓発経費

衛　生　費
３５４，２０８千円

・�南和広域医療組合負担金
・�各種健診予防対策経費
・�合併処理浄化槽設置補助金
・�クリーンセンター運営管理負
担金
・�さくら広域環境衛生組合負担金
・�宇陀衛生一部事務組合負担金
・�簡易水道関係経費

公　債　費
２５９，７２９千円

・�償還元金
・�長期借入金利子

教　育　費
２２５，３０３千円

・�小・中学校スクールバス運行
委託料
・�修学旅行補助金
・�幼稚園バス運行経費
・�学校施設整備経費
・�宝蔵寺しだれ桜再生事業委託料
・�文化財保存補助金
・�文化鑑賞会事業経費
・�人権教育推進経費
・�スポーツ促進経費

農林水産業費
２１２，７０６千円

・�農業委員会経費
・�有害鳥獣駆除事業経費
・�施業放置林整備事業経費
・�林業事業体体質強化対策事業
補助金
・�村産材生産促進事業補助金
・�森林作業道整備事業補助金
・�混交林整備事業委託料
・�美しい森林づくり基盤整備交
付金
・�小さな道の駅運営管理委託経費
・�山村活性化対策事業委託料

消　防　費
１２６，２１６千円

・�奈良県広域消防組合負担金
・�消防団員報償
・�火災報知器配布事業
・�防災行政放送設備保守点検委
託料

土　木　費
６７，４０８千円

・�道路維持補修経費
・�生活道路等整備事業補助金
・�雪寒対策業務委託料
・�橋梁点検業務委託料
・�災害防除工事

議　会　費
４０，５３７千円

・�議員研修経費
・�活動旅費
・�政務活動費交付金

商　工　費
２６，９６０千円

・�小規模商工業指導事業補助金
・�不況特別対策事業補助金
・�地域特産品等販路拡大支援事
業補助金
・�プレミアム商品券発行支援事業
・�種苗鮎放流事業補助金
・�鳥見零畤展望台修繕事業
・�観光力向上事業補助金

災害復旧費
１５，５２３千円

・�道路河川災害復旧事業

予 算 額 1,230,000千円
地方交付税

収入済額 1,641,412千円（133.4%）

予 算 額 330,598千円
繰 越 金

収入済額 441,598千円（133.6%）

予 算 額 349,100千円
村 債

収入済額 308,900千円 （88.5%）

予 算 額 310,692千円
国庫支出金

収入済額 250,517千円 （80.6%）

予 算 額 130,807千円
村 税

収入済額 131,514千円（100.5%）

予 算 額 132,310千円
県 支 出 金

収入済額 126,779千円 （95.8%）

予 算 額 78,495千円
地方譲与税

収入済額 79,152千円（100.8%）

予 算 額 39,685千円 地方消費税
交 付 金収入済額 35,798千円 （90.2%）

予 算 額 11,117千円
諸 収 入

収入済額 28,472千円（256.1%）

予 算 額 20,570千円
寄 附 金

収入済額 19,162千円 （93.2%）

予 算 額 15,121千円 使 用料及び
手 数 料収入済額 13,664千円 （90.4%）

予 算 額 111,203千円
そ の 他

収入済額 11,452千円 （10.3%）

予 算 額 2,071千円 環境性能割
交 付 金収入済額 3,555千円（171.7%）

歳　入
歳入予算額	 2,761,769千円
収入済額	 3,091,975千円（112.0%）
村民一人当たりに入った額		2,019,579円

区　分 予算額 収入済額 支出済額

学校給食
事業費 29,511千円 28,029千円 28,029千円

国民健康保険
事業費 287,931千円 299,790千円 236,907千円

簡易水道
事業費 155,159千円 151,935千円 140,523千円

介護保険 522,878千円 549,081千円 478,764千円

後期高齢者
医療 48,889千円 48,126千円 48,006千円

特 別 会 計 の 状 況 令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について
●健全化判断比率

東吉野村の数値 早期健全化基準
実質赤字比率 ― １５．００
連結実質赤字比率 ― ２０．００
実質公債費比率 ８．９ ２５．０
将来負担比率 ― ３５０．０

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が無いため「−」表
示となっています。

●資金不足比率
東 吉 野 村
簡易水道事業費特別会計 経営健全化基準

資金不足比率 ― ２０．００
※資金不足でないことから「−」表示となっています。

広 報 ひ がしよし の令和６年10月１日
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白寿を迎えられた３名（上から辻チエ子さん、桝本純子さん、吉田ヨシ子さん）

交通安全県民運動の様子

　

今
年
度
村
内
で
23
名
の
方
が
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、

５
名
の
方
が
白
寿
を
、
１
名
の
方
が
百
寿
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
水
本
村
長
が
米
寿
・

白
寿
・
百
歳
以
上
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
、

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」と

長
寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
、
村
運
動
公
園
に
て
、
村
主
催
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雲
一
つ
無
い
青
空
で
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、
18
名
の
参
加
者
の
方
々
は
汗

を
拭
い
な
が
ら
ク
ラ
ブ
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
数
多
く
見
ら
れ
、
小
栗
栖
の

福
井
昌
次
さ
ん
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
交
通

安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
は
早
朝
よ
り
小
川
の
千
代
橋
で
、
桜
井
・

宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東
吉
野
分
会
、

学
校
関
係
者
、
小
川
駐
在
所
、
村
長
、
副
村
長
、
教

育
長
、
役
場
職
員
が
、
午
後
か
ら
は
桜
井
・
宇
陀
・

東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東
吉
野
分
会
、
桜
井
警

察
署
、
小
川
・
高
見
駐
在
所
、
副
村
長
、
役
場
職
員

が
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
啓
発
し
ま

し
た
。

右
か
ら

　

教
育
次
長

　
　
　
　

上
髙
垣
内　

敬
史

　

三
位　

福
井　

康
男 

さ
ん

　

二
位　

福
神　

善
道 
さ
ん

　

一
位　

福
井　

昌
次 
さ
ん

　

教
育
長　

橋
本　

眞
一

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流
会

津
野
中
央
小
学
校
・
東
吉
野
小
学
校
交
流
会

敬
老
の
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
　
開
催

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

広 報 ひ がしよし の 令和６年10月１日
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東
吉
野
小
学
校
５
･
６
年
生
８
名
が
８
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
愛
知
県
刈
谷

市
を
訪
問
し
、
刈
谷
市
内
の
５
校
の
小
学
校
６
年
生
10
名
と
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

刈
谷
市
は
、
天
誅
組
３
総
裁
の
一
人
松
本

奎
堂
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、
平
成
25
年
に
ゆ

か
り
の
ま
ち
友
好
市
町
村
の
盟
約
を
結
ん
で

か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か

け
て
刈
谷
市
内
の
15
の
小
学
校
が
修
学
旅
行

で
本
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
年
目
に
訪
れ
た

亀
城
小
学
校
６
年
生
と
は
体
育
館
で
交
流
会

を
も
ち
、
天
誅
組
志
士
の
心
に
触
れ
る
相
互

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
、
令

和
４
年
度
に
は
刈
谷
市
か
ら
も
招
待
を
受
け

本
村
の
５
･
６
年
生
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
刈
谷
市
･
東
吉
野
村
児

童
文
化
交
流
会
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
は

刈
谷
市
の
５
年
生
児
童
代
表
10
名
が
本
村
を

訪
れ
、
今
年
度
は
、
本
村
の
児
童
が
刈
谷
市

を
訪
問
し
、
昨
年
度
本
村
を
訪
れ
た
刈
谷
市

の
児
童
10
名
と
交
流
し
ま
し
た
。
歴
史
博
物

館
で
は
、
ペ
ア
と
な
っ
て
館
内
の
説
明
を
受

け
、
亀
城
公
園
内
に
あ
る
史
跡
案
内
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
日
目
の
自
動
車
工
場

見
学
も
一
緒
に
行
い
充
実
し
た
２
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
吉
野
小
学
校
５
･
６
年
生
９
名
が
７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
高
知

県
津
野
町
を
訪
問
し
、
29
日
に
津
野
中
央
小
学
校
６
年
生
16
名
と
の
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

津
野
町
は
天
誅
組
総
裁
吉
村
寅
太
郎
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、
平
成
19
年
に
改
め
て

姉
妹
町
村
の
盟
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
よ
り
一
年
お
き
に
本
村

の
５
･
６
年
生
が
津
野
町
を
訪
れ
、
津
野
中
央
小
学
校
と
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
両
校
児
童
が
顔
を
合
わ

せ
、
自
己
紹
介
の
後
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
等
で
共
に
活
動
し
、
そ
の
後
、
復
元
さ
れ
た
吉

村
寅
太
郎
の
生
家
に
て
吉
村
寅
太
郎
や
天
誅
組
に
つ

い
て
の
講
話
を
聞
き
、
寅
太
郎
の
人
柄
や
功
績
、
東

吉
野
村
と
の
つ
な
が
り
を
学
び
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
津
野
町
役
場
で
津
野
山
古
式
神
楽
の
演
奏
を
保

存
会
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
共
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
高
知
城
に
立
ち
寄
り
、
天
守
閣
か
ら

高
知
の
街
並
み
を
一
望
。
２
日
目
は
、交
流
会
の
あ
と
、

高
知
県
と
愛
媛
県
の
県
境
、
高
見
山
よ
り
高
い
標
高

１
３
３
５
ｍ
に
あ
る
星
降
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ

Ｕ
で
宿
泊
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
土
佐
湾
ま
で
見
え
る

景
色
や
澄
み
切
っ
た
夜
空
に
広
が
る
満
天
の
星
、
天

の
川
と
流
れ
星
の
美
し
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
３

日
目
は
、
北
淡
震
災
記
念
公
園
に
立
ち
寄
り
、
阪
神

･
淡
路
大
震
災
の
実
際
の
断
層
や
被
害
の
様
子
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
防
災
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流
会

津
野
中
央
小
学
校
・
東
吉
野
小
学
校
交
流
会
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東吉野中学校文化祭
喜色満面 ～１６のスマイル～

福
祉
講
演
会

～
最
期
ま
で
自
分
の
望
む
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
～
　
開
催

人
権
教
育
映
画
会
　
開
催

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　９月１５日東吉野中学校で文化祭が行われました。生徒たちが授業で作成した作品や夏休みの自由研　９月１５日東吉野中学校で文化祭が行われました。生徒たちが授業で作成した作品や夏休みの自由研
究など、様々な展示のほか、人権作文の発表、各学年による学習発表、演奏、独唱や合唱などが行われ究など、様々な展示のほか、人権作文の発表、各学年による学習発表、演奏、独唱や合唱などが行われ
ました。ました。
　生徒達は、喜色満面～１６のスマイル～をスローガンに一生懸命に練習し、観ている保護者や先生方　生徒達は、喜色満面～１６のスマイル～をスローガンに一生懸命に練習し、観ている保護者や先生方
に笑顔と感動を与える演技や演奏を披露しました。に笑顔と感動を与える演技や演奏を披露しました。

広 報 ひ がしよし の 令和６年10月１日
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挨拶する桝本会長

会場の様子

大國康夫氏による講演

パネルディスカッションの様子

清掃の風景

　

８
月
24
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
人
権
教
育
映
画
会
が
開
催
さ
れ
、

桝
本
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
映
画
「
こ
ん

に
ち
は
、
母
さ
ん
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
三
世
代
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
悩
や
葛
藤
、
周
囲
の
人
々
と
の
人
情

味
溢
れ
る
や
り
と
り
な
ど
、「
人
」
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
模
様

を
描
い
た
本
作
品
を
鑑
賞
し
て
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
人
権
意
識
が

益
々
高
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

９
月
８
日
、
１
日
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
行
い
ま
し

た
。

　

早
朝
か
ら
奉
仕
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
だ
け
で

な
く
道
の
清
掃
ま
で
熱
心
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
分
別
し
て
収
集
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
そ
の
後
の
作
業
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
活
動
で
７
０
０
㎏
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
川
遊
び
の
ゴ
ミ
、
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
等
は
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

今
後
も
、
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
「
ゴ
ミ
の
持

ち
帰
り
」「
不
法
投
棄
防
止
」
運
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
15
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
東
吉
野
村
ま
ち

づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
福
祉
講
演
会
～
最
期
ま
で

自
分
の
望
む
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
～
が
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
75
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
吉
野
村
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
森
口
文
明

氏
の
挨
拶
の
後
、
社
会
福
祉
法
人
協
同
福
祉
会
理

事
長
大
國
康
夫
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
、
社
会
福
祉
法
人
わ
た
ぼ
う
し
の
会

監
事
の
村
上
良
雄
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
株
式
会
社
Ｒ
ｅ
ｂ
ｅ
代
表
取
締
役
狩
野
良
太

氏
、
ぬ
く
も
り
協
議
体
メ
ン
バ
ー
で
こ
つ
こ
つ
ク

ラ
ブ
主
宰
の
中
裕
子
氏
、
東
吉
野
村
ま
ち
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
蛯
原
能
里
子
氏
を
加
え
た
、
５
人
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
講
座
を
聴
き

介
護
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

福
祉
講
演
会

～
最
期
ま
で
自
分
の
望
む
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
～
　
開
催

人
権
教
育
映
画
会
　
開
催

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広 報 ひ がしよし の令和６年10月１日
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お気軽にお問い合わせください　　　　　
相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談 １０月８日（火）
午後２時～３時 予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

１０月１５日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月１１日（金）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

１０月２１日（月）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１０月１８日（金）

奈良県医師会
　内科部会

精神科に関する
健康相談

１０月２３日（水）
午後３時～４時

予約必要
※受付締切１０月１６日（水）

奈良県医師会
　精神々経科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

☆目の愛護デー「目の健康相談」の案内　　　　　
講演会名 日　時 場　所 内　容

目の健康相談 １０月１０日（木）
午後２時～４時

秋篠音楽堂
奈良市西大寺東町２－４－１
ならファミリー６階

○無料相談
○相談医
　２名（眼科専門医）

連絡先　奈良県眼科医会事務局
　　　　TEL　０７４４－２２－８５０２　FAX　０７４４－２３－７７９６　※予約不要

令和6年10月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

今
回
は
、
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す

る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践

で
き
る
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
は
、

「
乳
房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣
」
で
す
。

〈
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
〉

１
．�

自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

　

乳
房
チ
ェ
ッ
ク
は
、
着
替
え
や
入

浴
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
際
に
乳
房
を

見
て
、
触
っ
て
、
感
じ
る
こ
と
で
す
。

し
こ
り
を
探
す
（
自
己
触
診
）
と
い

う
行
為
や
意
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
の
中
で
乳
房
を
意
識
す
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

２
．�

乳
房
の
変
化
に
気
を
つ
け
る

　

変
化
と
し
て
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、「
乳
房
の
腫
瘤
」「
乳
頭
か
ら
の

分
泌
物
」「
乳
頭
や
乳
輪
の
び
ら
ん
」

「
乳
房
の
皮
膚
の
凹
み
や
引
き
つ
れ
」

「
乳
房
痛
」
な
ど
で
す
。

３
．�

変
化
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
医
師

へ
相
談
す
る

　

な
る
べ
く
早
く
自
覚
症
状
に
気
づ

い
て
医
師
に
相
談
し
、
早
い
段
階
で

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
乳
が

ん
が
治
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

迷
わ
ず
、
す
ぐ
に
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

４
．�

40
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回

乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

　

乳
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
乳
が
ん

で
亡
く
な
る
女
性
を
減
ら
す
こ
と
で

す
。
日
本
人
女
性
の
乳
が
ん
の
好
発

年
齢
が
45
～
49
歳
と
60
～
64
歳
で
す

の
で
、
日
本
で
は
40
歳
以
上
の
女
性

に
対
し
て
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
使
用

し
た
乳
が
ん
検
診
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
２
年
に
１
度
は
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献　

乳
が
ん
検
診
の
適
切
な

情
報
提
供
に
関
す
る
研
究

秋
こ
そ
血
圧
に
注
意
！！

　

秋
は
日
中
の
気
温
差
が
大
き
く
、

室
温
管
理
な
ど
の
準
備
が
冬
に
比
べ

手
薄
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
気

温
の
変
化
が
身
体
に
影
響
し
、
血
圧

変
動
が
激
し
く
な
り
ま
す
。
血
圧
変

動
が
激
し
く
な
る
と
、
血
管
の
内
側

が
傷
み
や
す
く
な
り
、
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
等
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

一
方
で
、
秋
は
血
圧
を
安
定
さ
せ
る

た
め
の
生
活
改
善
に
取
り
組
む
の
に

も
っ
て
こ
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
運
動
と
食
事
で

す
。
運
動
に
適
し
た
季
節
に
な
る
た

め
、
運
動
習
慣
が
な
い
方
は
こ
れ
を

機
に
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
食
事
で
は
減
塩
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
旬
の
食
材
を
血
圧
管
理

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
キ
ノ
コ
類
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
サ
ト
イ
モ
等
の
イ
モ

類
、
リ
ン
ゴ
に
は
血
圧
を
安
定
さ
せ

る
効
果
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊

維
が
豊
富
で
す
。

　

ま
た
、
寒
い
冬
に
備
え
て
早
め
に

住
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク
も
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
や
脱
衣
場
に
小
型
の
暖
房
機

を
入
れ
る
な
ど
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

対
策
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
同
じ

室
内
の
気
温
差
で
す
。
断
熱
効
果
の

低
い
住
宅
で
は
、
腰
の
高
さ
に
比
べ

足
元
（
床
か
ら
10
セ
ン
チ
）
は
温
度
が

5
度
前
後
低
く
な
り
、
そ
の
影
響
で

血
圧
が
高
ま
り
や
す
い
と
い
う
実
験

結
果
も
あ
り
ま
す
。
送
風
機
で
室
内

の
気
温
を
一
定
に
す
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
す
。

参
考
文
献　

日
本
経
済
新
聞
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